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　理学療法ジャーナル第 51 巻第 8 号をお届けします．今回の特集は「理学療法と臓器連関」で
す．骨格筋を主たる治療ターゲットとする理学療法士にとって，ともすると臓器は強い興味の
対象ではないかもしれません．しかし，近年，骨格筋は各種ホルモン（マイオカイン）を分泌す
る内分泌臓器としても認識されるようになってきました．さらに近年，臓器間の連携（臓器間ク
ロストーク）が個体全体での恒常性の維持に重要であることが明らかになってきました．理学療
法という心身へのストレスを与える治療介入を行う際には，いかに安定した個体であるかを確
認することが重要であり，無用な事故を最小限に防ぐために，個々の臓器機能の安定性に加え
て，臓器連関の影響について熟知しておくことが重要なのです．
　先日，ある方に言われました．「理学療法士さんが血液データの結果をみることなんてあるん
ですか？」，「めまいや息切れなどの自覚症状や徴候を鑑別することなんてあるんですか？」と．
理学療法士もたいそう低く見積もられたものだと思いましたが，それが世間の評価なのかもし
れません．臓器の機能を示す血液データを読めることは，医療者間の共通言語を理解すること
に他なりませんし，自覚症状や徴候を鑑別できることは地域で働く理学療法士にとっては必須
の能力で，何よりも「全人的アプローチ」と称されるリハビリテーションの専門家が，ヒトの
体の仕組みや機能を理解することは，特別な手技を覚える以前に持ち合わせておくべきコア・
コンピテンシーだと思います．一方，検査結果を読み，自分なりの解釈を並べて，病態把握こ
そがコア・コンピテンシーとすることも極端です（実際，内部障害分野では，そういうことを格
好いいと勘違いする風潮があることは否めません）．臓器を理解しつつ，「ひとを診る理学療法」
を実践していきましょう．
　東日本大震災を教訓に「理学療法士には多角的・多面的視点が重要」とするとびらの浅野氏
の考えには強く賛成します．特集では，飯田論文は急性期理学療法における臓器連関，平木論
文は腎臓理学療法と臓器連関，神谷論文は循環器理学療法における臓器連関，そして平澤論文
は呼吸理学療法と臓器連関それぞれ，キーになる臓器に軸足を置きつつ，前後左右の臓器への
影響をまとめていただきました．各著者はそれぞれの分野の若手第一人者で，重複障害患者が
増えるなか，超高齢社会に生きる理学療法士のコア・コンピテンシーが示されたと思っています．
　史上初めてアフリカで行われた WCPT 学会は 2,000 人以上の参加者を集めて成功裏に終了し
たと聞きました．日本は 2023 年の World Confederation for Physical Therapy（WCPT）学会誘
致に手を挙げました．世界中のどの国も経験したことのない超高齢社会を経験している理学療
法士として，WCPT 学会誘致を勝ち取り，臓器連関を意識した多角的・多面的視点の重要性を
世界中の理学療法士とシェアできる機会に恵まれることを期待したいと思います． （高橋哲也）
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